
活用状況（全体像）

徳島市 意向調査
森林整備推進事
業費

0 0
　勝占町地区ほか10地区における森林所有
者591件に意向調査票を送付し、222件の回
答があった。

徳島市 森林境界明確化
森林整備推進事
業費

0 0

　一宮町地区1,100haの森林資源解析、 八
多町地区127haの境界明確化のための保全
図作成、飯谷町地区504haの境界明確化の
ための候補図作成を実施した。

徳島市 私有林整備
森林整備推進事
業費

0 0
　上八万町地区、飯谷町地区において
3.11haの間伐事業を実施。

徳島市
意向調査の準備
作業、森林整備
の準備作業

森林整備推進事
業費

0 0
　林地台帳の精度向上のための更新作業を
実施。

徳島市 人材育成等
森林整備推進事
業費

0 0
　地域の住民や団体が、森林整備活動や木
育等に取り組む際の事業費を補助した。

徳島市 路網整備
森林整備推進事
業費

0 0
　市内に16線（24,113m）ある林道の維持
修繕や、維持管理に関する重機作業の委託
を実施。

徳島市
普及啓発・木材
利用（店舗木質
化補助）

森林整備推進事
業費

0 0

　徳島県内で生産された木材（県産材）を
活用して、多くの市民へ森林整備の必要性
や木材利用の意義等の普及啓発を行う事業
者等に対し、8件の補助を実施した。

徳島市 森林保護対策
森林整備推進事
業費

0 0
　経営管理権を取得した民有林に対する森
林保険料を支払った。

徳島市 人材育成等
環境学習推進事
業費

0 0

　市内小中学校10校にて、学校敷地内に二
酸化炭素の吸収量に優れた「早生桐」を植
樹、その後の観察・研究等の環境学習を通
じ、児童生徒の環境保全についての理解促
進を図った。

徳島市
木造公共建築物
の整備等

地域木材活用事
業

0 0
　市内小学校において普通教室に徳島県産
材を使用した児童用机・椅子を整備した。

徳島市 基金積立
森林整備推進基
金積立金

47,895,000 87,003
森林整備事業等の財源として積み立てを行
う。
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森林整備及び森林整備へ繋げるための森林境界明確化事業、人材
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計

　令和元年度に周辺５市町で発足させた
「徳島東部・吉野川流域森林管理システム
推進協議会」で、５カ年計画の５年目とし
て前年に引き続き実施し、市内の全森林所
有者へ意向調査票の送付を完了した。意向
調査では、新たな地区の森林所有者222人
の声を聞くことができた。今後は未回答者
への再調査等のフォローアップも含め、経
営管理権集積計画の取り組みを進めてい

く。
　森林境界明確化については、令和５年度
から実施している航空レーザーによるリ
モートセンシングデータを活用し、その

データの解析及び境界明確化のための候補
図作成を実施した。

　森林整備事業については、前年実績の倍
以上となる3.11haの間伐事業を実施した。
リモートセンシングデータを活用した森林
境界明確化の推進により、森林整備事業に
ついても促進されることが見込まれる。

　また、森林整備・人材育成・普及啓発・
木材利用の各項目に寄与する事業を実施

し、森林の整備に加えて、多くの市民に森
林に触れてもらい、森林保全を行う意識を

醸成することができた。

令和6年度　森林環境譲与税の使途公表

市町村名 事業区分 事業名 事業内容 税導入の効果(A)うち令和6年度の
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